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実質化された人・農地プラン

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

　さくらんぼ生産農家の割合が高いことなど、地区の特色を活かしながら、出し手と受け手のマッチングに反
映させ集積を図る。

　新規参入を促進して、新規参入者及び中心経営体への農地の集積・集約化を図る。

　農地所有者は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける。

　地区内の75歳以上の耕作者の割合が、令和５年には35.8％と年齢階層別にみると最も高くなる予測結果と
なり、担い手の確保が急務である。

３　対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　団地化のさらに推進し、より効率的な営農環境を整備することで、担い手への農地集積を促進する。

　農地の利用集積を進めるため、農業後継者や新規就農者の育成に積極的に取組む。

　中心経営体である認定農業者や法人が、新規就農者等の受入を促進することで、農地利用の総合的な効率化
を図る。

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 15.00

 ④ 地区内において、今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 177.46

（備考）

２　対象地区の課題

　ほとんどの中心経営体は主にさくらんぼを生産しており、地区の特色を活かして新規就農者への研修等を今
後も積極的に展開し、担い手育成体制を維持していく必要がある。

市町村名 地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

 ② アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者または耕作者の耕作面積の合計 170.32

 ③ 地区内における７０歳以上の農業者の耕作面積の合計 54.00

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 5.00

寒河江市 平成25年3月21日 令和5年3月17日

１　対象地区の現状

 ① 地区内の耕地面積 150.00

三泉地区

（下河原、中河原、上河原、道生、雲河原、入倉）


